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(57)【要約】
　有機酸金属塩を蛍光体粒子と接触させて付着せしめ、
表面に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒子を形成し
、これを用いて蛍光体層を形成する際に焼成すると共に
、有機酸金属塩層を金属酸化膜にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機酸金属塩を蛍光体粒子と接触させて付着せしめ、表面に有機酸金属塩層が形成され
た蛍光体粒子を形成する工程を有することを特徴とする蛍光体の表面処理方法。
【請求項２】
　前記有機酸金属塩に用いられる金属は、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、
バリウム、イットリウム、ランタン、及びガドリニウムからなる群から選択されることを
特徴とする請求項１に記載の蛍光体の表面処理方法。
【請求項３】
　前記有機酸金属塩に用いられる有機酸は、オクチル酸、ラウリン酸、ステアリン酸、オ
レイン酸、ナフテン酸、及びドデシルベンゼンスルホン酸からなる群から選択されること
を特徴とする請求項１に記載の蛍光体の表面処理方法。
【請求項４】
　前記有機酸金属塩層が設けられた蛍光体粒子を、その有機酸成分が焼失する温度以上の
温度で加熱処理して、その表面に金属酸化物層が形成された蛍光体粒子を形成する工程を
さらに含むことを特徴とする請求項１に記載の蛍光体の表面処理方法。
【請求項５】
　溶液中で、有機酸金属塩を蛍光体粒子を接触させて付着せしめ、表面に有機酸金属塩層
が形成された蛍光体粒子を含む蛍光体塗布液を調製し、複数の枠状またはストライプ状の
パターンを有する遮光層が形成された透明基板上に、該蛍光体塗布液を適用して蛍光体塗
布層を形成する工程、該蛍光体塗布層を焼成すると共に、前記有機酸金属塩中の有機成分
を焼失せしめ、その表面に金属酸化物層が形成された蛍光体粒子を含む蛍光体層を形成す
る工程、及び蛍光体層上にメタルバック層を形成する工程を有することを特徴とする平面
表示装置の製造方法。
【請求項６】
　前記蛍光体塗布液は、さらにバインダー樹脂を含み、前記蛍光体層を形成する方法は、
インクジェット印刷、スクリーン印刷、液体トナー、及びスピンコート法から選択される
ことを特徴とする請求項５に記載の平面表示装置の製造方法。
【請求項７】
　前記有機酸金属塩に用いられる金属は、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、
バリウム、イットリウム、ランタン、及びガドリニウムからなる群から選択されることを
特徴とする請求項５に記載の平面表示装置の製造方法。
【請求項８】
　前記有機酸金属塩に用いられる有機酸は、オクチル酸、ラウリン酸、ステアリン酸、オ
レイン酸、ナフテン酸、及びドデシルベンゼンスルホン酸からなる群から選択されること
を特徴とする請求項５に記載の平面表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばプラズマディスプレイ、及びフィールド・エミッション・ディスプレ
イ等の平面表示装置の製造方法、それに使用される蛍光体の処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マルチメディア時代の到来に伴って、デジタルネットワークのコア機器となるディスプ
レイ装置には、大画面化や高精細化、コンピュータ等の多様なソースへの対応性などが求
められている。
【０００３】
　ディスプレイ装置の中で、電界放出型冷陰極素子などの電子放出素子を用いた電界放出
型表示装置（フィールドエミッションディスプレイ；ＦＥＤ）は、様々な情報を緻密で高
精細に表示することのできる大画面で薄型のデジタルデバイスとして、近年盛んに研究・
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開発が進められている。
【０００４】
　ＦＥＤは、基本的な表示原理が陰極線管（ＣＲＴ）と同じであり、電子線により蛍光体
を励起して発光させているが、電子線の加速電圧（励起電圧）がＣＲＴに比べて低いうえ
に、電子線による電流密度が低く、さらに電子線の照射時間が数μｓ程度と長い。
【０００５】
このため、所定の輝度寿命を単位面積あたりの投入電荷量に換算すると、ＣＲＴより増加
してしまう。よって、例えば特開２００２－２２６８４７号公報に開示されるようにもＣ
ＲＴ用の蛍光体を使用したのでは、十分な発光輝度や寿命が得られないのが現状であった
。
【０００６】
　すなわち、投入電荷量が従来のＣＲＴより増加しても初期の発光特性を十分に維持でき
るような強固な長寿命蛍光体が求められている。
【０００７】
しかしながら、従来のＣＲＴ用蛍光体の発光特性を凌ぐ蛍光体がこのＦＥＤにおいても存
在しないのも現状であり、ＣＲＴ用蛍光体をＦＥＤ用として改良することが重要な課題と
いえる。
【発明の開示】
【０００８】
　　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、高輝度及び長寿命の
平面表示装置用蛍光体を得ること、及び高輝度及び長寿命の蛍光層を有する平面表示装置
を、簡便、かつ低コストで製造する方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明の蛍光体の表面処理方法は、有機酸金属塩を蛍光体粒子と接触させて付着せしめ
、表面に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒子を形成する工程を有することを特徴とす
る。
【００１０】
　本発明の平面表示装置の製造方法は、溶液中で、有機酸金属塩を蛍光体粒子を接触させ
て付着せしめ、表面に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒子を含む蛍光体塗布液を調製
し、複数の枠状またはストライプ状のパターンを有する遮光層が形成された透明基板上に
、該蛍光体塗布液を適用して蛍光体塗布層を形成する工程、該蛍光体塗布層を焼成すると
共に、前記有機酸金属塩中の有機成分を焼失せしめ、その表面に金属酸化物層が形成され
た蛍光体粒子を含む蛍光体層を形成する工程、及び蛍光体層上にメタルバック層を形成す
る工程を有することを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明に係る方法により表面処理された蛍光体粒子を表すモデル図であ
る。
【図２】図２は、蛍光体粒子表面に金属酸化物層が形成される様子を表す模式的な断面図
である。
【図３】図３は、本発明に係る蛍光体を適用し得る表示装置としてのＦＥＤの一例を表す
斜視図である。
【図４】図４は、図３のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図５は、発光特性測定用のサンプルを表すモデル図である。
【図６】図６は、実施例１，２の発光輝度評価結果を表す図である。
【図７】図７は、実施例１，２の発光寿命評価結果表す図である。
【図８】図８は、実施例３，４の発光輝度評価結果表す図である。
【図９】図９は、実施例３，４の発光寿命評価結果表す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
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　　本発明の蛍光体の表面処理方法では、焼成すると金属酸化物を生成し得る有機酸金属
塩を、蛍光体粒子と接触させて付着せしめ、表面に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒
子を形成する。
【００１３】
　また、本発明の平面表示装置の製造方法は、上記蛍光体の表面処理方法を、平面表示装
置の製造方法に適用した例であって、溶液中で、有機酸金属塩を蛍光体粒子を接触させて
付着せしめ、表面に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒子を含む蛍光体塗布液を調製し
、複数の枠状またはストライプ状のパターンを有する遮光層が形成された透明基板上に、
蛍光体塗布液を適用して蛍光体塗布層を形成する工程、蛍光体塗布層を焼成すると共に、
有機酸金属塩中の有機成分を焼失させて、金属酸化物層が形成された蛍光体粒子を含む蛍
光体層を形成する工程、及び蛍光体層上にメタルバック層を形成する工程を有する。
【００１４】
　上記蛍光体の表面処理方法及び平面表示装置の製造方法では、その表面の少なくとも一
部に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒子を用いる。この蛍光体粒子は、蛍光体層の形
成に使用され得る。得られた蛍光体層は、その後、焼成工程に供される。このとき、有機
酸金属塩中の有機成分が焼失して、金属が酸化されるので、有機酸金属塩層は、焼成後に
金属酸化物層となる。
【００１５】
　本発明によれば、その表面の少なくとも一部に金属酸化物が形成された蛍光体粒子を用
いることにより、高輝度及び長寿命の蛍光層を得ることができる。
【００１６】
　また、表面に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒子を形成する工程は、有機酸金属塩
と蛍光体粒子を例えば溶媒中で撹拌することなどにより、接触させて付着させるだけで良
く、簡便で低コストである。
【００１７】
　さらに、蛍光体粒子表面に形成された有機酸金属塩を金属酸化物にさせるための加熱は
、蛍光体層の焼成工程で同時に行うことができるので、特に、加熱工程を増やす必要がな
く、低コストである。
【００１８】
　なお、必要に応じて、蛍光体粒子を、上記焼成処理より前の段階で、有機酸金属塩中の
有機成分が焼失する温度以上まで加熱し、有機酸金属塩を金属酸化物にさせることも可能
である。
【００１９】
　このように、本発明によれば、有機酸金属塩を用いて、蛍光体粒子表面に、低コストに
金属酸化物層を形成することができる。
【００２０】
　図１に、本発明の蛍光体の表面処理方法により表面処理された蛍光体粒子を表すモデル
図を示す。
【００２１】
　図中、Ｍは金属原子を表す。
【００２２】
　図示するように、有機酸金属塩と任意の溶媒を含有する溶液中にて蛍光体粒子１を攪拌
することにより、蛍光体粒子１表面に有機酸金属塩４が接触し、付着される。これにより
、有機酸３と結合した金属２から実質的になる有機酸金属塩４により表面処理された蛍光
体１０が得られる。
【００２３】
　図２に、本発明により表面処理された蛍光体粒子表面に金属酸化物層が形成される様子
を表す模式的な断面図を示す。
【００２４】
　その後、焼成工程において有機酸３が蒸発され、金属２が蛍光体表面に残存し、加熱に
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より酸化されて、蛍光体表面に十分な金属酸化皮膜５が形成される。
【００２５】
　表面処理を行う際は、有機酸金属塩溶液１００重量部に対し、有機酸金属塩は０．１な
いし５重量部の比率で調合した有機酸金属塩溶液を用いることが望ましい。
【００２６】
　調合した溶液に蛍光体粒子を投入し、攪拌することで表面処理を行う。このとき投入す
る蛍光体は有機酸金属塩溶液１００重量部に対し、蛍光体粒子は１ないし１０重量部程度
投入することが望ましい。
【００２７】
　この範囲以下での処理を行うと蛍光体表面に付着する有機酸金属塩の量が少なすぎて十
分な効果が得られない傾向にある。またこの範囲以上での処理を行うと付着にムラができ
てしまったり、焼成残りなどの弊害を及ぼす傾向にある。
【００２８】
　また、有機酸金属塩を、蛍光体粒子に直接表面処理せずに、例えば蛍光体塗布層を印刷
するための印刷用インキ、蛍光体塗布層を塗布するための塗布ペースト等に直接混合、攪
拌し、印刷し焼成工程を行えば同様な金属酸化皮膜が得られ、金属酸化皮膜を持たない蛍
光体よりも、その発光特性を向上できる。
【００２９】
　蛍光体塗布層の印刷方法としては、例えばインクジェット印刷、及びスクリーン印刷が
あげられ、塗布方法としては例えば液体トナーを利用した電気泳動法、及びスピンコート
法があげられる。
【００３０】
　前記焼成工程では、有機酸が十分に蒸発する温度まで昇温させる必要があり、有機酸の
種類によって異なるが、４００℃～６００℃程度が望ましい。この範囲より低い温度では
有機酸が蒸発しきれず蛍光体の発光輝度や寿命が劣化してしまう傾向にある。またこの範
囲より高い温度では蛍光体が熱によりダメージを受け、発光輝度や寿命が劣化してしまう
傾向にある。
【００３１】
　印刷用インキに添加する際は、印刷用インキに含有されている蛍光体１００重量部に対
し、有機酸金属塩は０．０１ないし５０重量部が望ましい。この範囲外での処理を行うと
蛍光体の発光輝度や寿命が劣化してしまう傾向にある。また、印刷用インキの印刷性能を
劣化させる傾向にもある。
【００３２】
　図３は、本発明に係る蛍光体を適用し得る表示装置としてのＦＥＤの一例を表す斜視図
を示す。
【００３３】
　また、図４には、そのＡ－Ａ断面図を示す。
【００３４】
　図３および図４に示すように、このＦＥＤは、絶縁基板として矩形状の透明なガラス板
からなる前面基板１１１、および背面基板１１２を備え、これらの基板は１～２ｍｍの隙
間を置いて対向配置されている。そして、前面基板１１１および背面基板１１２は、矩形
枠状の側壁１１３を介して周縁部同士が接合され、内部が真空状態に維持された扁平な矩
形状の真空外囲器１１０を構成している。
【００３５】
　真空外囲器１１０の内部には、前面基板１１１および背面基板１１２に加わる大気圧荷
重を支えるため、複数のスペーサ１１４が設けられている。スペーサ１１４としては、板
状あるいは柱状のスペーサ等を用いることができる。
【００３６】
　前面基板１１１の内面上には、画像表示面として、赤、緑、青の蛍光体層１１６とマト
リクス状の遮光層１１７とを有した蛍光面１１５が形成されている。これらの蛍光体層１
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１６はストライプ状あるいはドット状に形成してもよい。この蛍光面１１５上には、アル
ミニウム膜等からなるメタルバック１２０が形成されている。さらに真空外囲器１１０の
内部圧力を下げるためにゲッタ膜１２１を形成し、内部の不要ガスを吸着している。
【００３７】
　前面基板は、例えば以下のようにして形成される。
【００３８】
　溶液中で有機酸金属塩と、蛍光体粒子を例えば撹拌により接触させて付着せしめて表面
処理を行い、表面に有機酸金属塩層が形成された蛍光体粒子を含む蛍光体塗布液を調製す
る。複数の枠状またはストライプ状のパターンを有する遮光層が形成された透明基板上に
、蛍光体塗布液を適用して蛍光体塗布層を形成する。蛍光体塗布層を乾燥して焼成すると
共に、有機酸金属塩中の有機成分を焼失せしめ、金属成分を酸化することにより、金属酸
化物層が形成された蛍光体粒子を含む蛍光体層を形成する。蛍光体層上にメタルバック層
を形成し、前面基板を得る。
【００３９】
　背面基板１１２の内面上には、蛍光面１１５の蛍光体層１１６を励起する電子源として
、それぞれ電子ビームを放出する多数の表面伝導型の電子放出素子１１８が設けられてい
る。これらの電子放出素子１１８は、画素毎に対応して複数列および複数行に配列されて
いる。各電子放出素子１１８は、図示しない電子放出部、この電子放出部に電圧を印加す
る一対の素子電極等で構成されている。また、背面基板１１２の内面には、電子放出素子
１１８に電位を供給する多数本の配線１２１がマトリクス状に設けられ、その端部は真空
外囲器１１０の外部に引出されている。
【００４０】
　このようなＦＥＤでは、画像を表示する場合、蛍光面１１５およびメタルバック１２０
にアノード電圧を印加して、電子放出素子１１８から放出された電子ビームをアノード電
圧により加速して蛍光面へ衝突させる。これにより、蛍光面１１５の蛍光体層１１６が励
起されて発光し、カラー画像を表示する。
【００４１】
　本発明に使用できる有機酸金属塩の例としては、オクチル酸Ｍｇ、オクチル酸Ｃａ、オ
クチル酸Ｓｒ、オクチル酸Ｂａ、オクチル酸Ｙ、オクチル酸Ｌａ、オクチル酸Ｇｄ、ドデ
シルベンゼンスルホン酸Ｍｇ、ドデシルベンゼンスルホン酸Ｃａなどが挙げられる。
【００４２】
　本発明に使用可能な蛍光体としては、Ｙ２Ｏ３：Ｅｕ：ＹＶＯ４：Ｅｕ、（Ｙ，Ｇｄ）
ＢＯ３：Ｅｕ、Ｙ２Ｏ２Ｓ：Ｅｕ、γ－Ｚｎ３（ＰＯ４）２：Ｍｎ、（ＺｎＣｄ）Ｓ：Ａ
ｇ＋ＩｎＯ（以上赤色）、Ｚｎ２ＧｅＯ２：Ｍｎ、ＢａＡｌ１２Ｏ１９：Ｍｎ、Ｚｎ２Ｓ
ｉＯ４：Ｍｎ、ＬａＰＯ４：Ｔｂ、ＺｎＳ：（Ｃｕ，Ａｌ）、ＺｎＳ：（Ａｕ，Ｃｕ，Ａ
ｌ）、（ＺｎＣｄ）Ｓ：（Ｃｕ，Ａｌ）、Ｚｎ２ＳｉＯ４：（Ｍｎ，Ａｓ）、Ｙ３Ａｌ５

Ｏ１２：Ｃｅ、Ｇｄ２Ｏ２Ｓ：Ｔｂ、Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｔｂ、ＺｎＯ：Ｚｎ（以上緑色
）、Ｓｒ５（ＰＯ４）３ＣＩ：Ｅｕ、ＢａＭｇＡｌ１４Ｏ２３：Ｅｕ、ＢａＭｇＡｌ１６

Ｏ２７：Ｅｕ、ＺｎＳ：（Ａｇ、Ａｌ）、ＺｎＳ：（Ａｇ、Ｃｌ）、Ｙ２ＳｉＯ３：Ｃｅ
（以上青色）等が挙げられる。
【００４３】
　本発明の表面処理方法に用いられる溶媒として、例えばｎ－ペンタン，ヘキサン，ヘプ
タン等の脂肪族炭化水素、シクロペンタン，シクロヘキサン等脂環族炭化水素，塩素化さ
れたアルカン，フッ素化されたアルカン，クロロフルオロカーボン等のハロゲン化された
炭化水素溶媒，シリコンオイル類及びこれら混合物等を使用することが出来る。好ましく
は、Ｅｘｘｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製　アイソパーＧ（登録商標），アイソパーＨ
（登録商標），アイソパーＫ（登録商標），アイソパーＬ（登録商標），アイソパーＭ（
登録商標）及びアイソパーＶ（登録商標）などの分枝型パラフィン溶媒混合物を使用する
ことが出来る。
【００４４】
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　以下、実施例を示し、本発明を具体的に説明する。
【実施例】
【００４５】
　　実施例１
　　発光特性測定用のサンプルの作成
　Ｅｘｘｏｎ製アイソパーＬ（登録商標）４９０ｇ中に日本化学産業製オクチル酸Ｌａ８
重量％溶液を１０ｇ添加し、３０分間攪拌機により攪拌することでオクチル酸Ｌａ溶液を
得た。オクチル酸Ｌａ溶液にＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ青色発光蛍光体を５０ｇ添加し、２時間
攪拌機により攪拌することによって、ＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ蛍光体表面にオクチル酸Ｌａを
付着させる表面処理を行った。
【００４６】
　表面処理したＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ蛍光体３１．２５ｇとスクリーン印刷用のエチルセル
ロース樹脂１８．７５ｇを攪拌機により攪拌し、スクリーン印刷用ペースト５０ｇを調合
した。
【００４７】
　図５に、発光特性測定用のサンプルを表すモデル図を示す。
【００４８】
　上述の通り調合したスクリーン印刷用ペーストを用いて、ガラス基板６（１００ｍｍ×
１００ｍｍ）上にスクリーン印刷法で、膜厚がおよそ１０μｍの蛍光体層７を形成した。
その上面にＡｌの蒸着で形成した膜厚およそ１２０ｎｍのメタルバック層８を形成し、５
００℃、３０分間の熱処理を行うことで、図５に示すような発光特性測定用のサンプルを
作製した。
【００４９】
　　発光輝度、発光寿命評価
　発光輝度、発光寿命評価は、図５に示すサンプルに加速電圧１０ｋＶ、電流密度０．３
６Ａ／ｍｍ２（電流２５０Ａ、ラスターサイズ１０ｍｍ×７０ｍｍ）の電子線を照射して
蛍光体を発光させて評価した。発光評価に用いた分光放射計は、トプコンテクノハウス製
ＳＲ－３Ａを用いた。
【００５０】
　発光輝度、発光寿命の評価結果を図６及び図７に示す。
【００５１】
　　比較例
　また、ＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ蛍光体表面にオクチル酸Ｌａを付着させないこと以外は同様
にして、発光特性測定の比較用サンプルを作成し、発光輝度、発光寿命評価を行った。
【００５２】
　　実施例２
　Ｅｘｘｏｎ製アイソパーＬ（登録商標）４８０ｇ中に日本化学産業製オクチル酸Ｍｇ３
重量％溶液を２０ｇ添加し、３０分間攪拌機により攪拌することでオクチル酸Ｍｇ溶液を
得た。オクチル酸Ｍｇ溶液にＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ青色蛍光体を５０ｇ添加し、２時間攪拌
機により攪拌することによって、ＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ蛍光体表面にオクチル酸Ｍｇを付着
させる表面処理を行った。
【００５３】
　表面処理したＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ蛍光体３１．２５ｇとスクリーン印刷用のエチルセル
ロース樹脂１８．７５ｇを攪拌機により攪拌し、スクリーン印刷用ペースト５０ｇを調合
した。
【００５４】
　前記の通り調合したスクリーン印刷用ペーストを用いて、ガラス基板６（１００ｍｍ×
１００ｍｍ）上にスクリーン印刷法で、膜厚がおよそ１０μｍの蛍光体層７を形成した。
その上面にＡｌの蒸着で形成した膜厚およそ１２０ｎｍのメタルバック層８を形成し、５
００℃、３０分間の熱処理を行うことで、図５に示すような発光特性測定用のサンプルを
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作製した。
【００５５】
　発光輝度、発光寿命評価は、図５に示すサンプルに加速電圧１０ｋＶ、電流密度３．６
ｍＡ／ｃｍ２（電流２５０μＡ、ラスターサイズ１０ｍｍ×７０ｍｍ）の電子線を照射し
て蛍光体を発光させて評価した。発光評価に用いた分光放射計は、トプコンテクノハウス
製ＳＲ－３Ａを用いた。
【００５６】
　発光輝度、発光寿命の評価結果を図６及び図７に示す。
【００５７】
　なお、図中、グラフ７０１は実施例１の発光寿命、グラフ７０２は実施例２の発光寿命
、グラフ７０３は比較例の発光寿命を各々示す。
【００５８】
　実施例１のサンプルの発光輝度は図６に示す通り、表面処理をしていない比較例のサン
プルと比較して、およそ２．５％向上した。
【００５９】
　また、発光寿命を発光スペクトルのピーク強度の維持率（初期ピーク強度を１００％と
したときの相対強度）７０％時点のＤＯＳＥ量と定義すると、実施例１は、比較例と比較
しておよそ１．１５倍の寿命となった。
【００６０】
　実施例２のサンプルの発光輝度は図６に示す通り、比較例のサンプルと比較して、およ
そ５％向上した。
【００６１】
　また、実施例２のサンプルの発光寿命を発光スペクトルのピーク強度の維持率（初期ピ
ーク強度を１００％としたときの相対強度）７０％時点のＤＯＳＥ量と定義すると、比較
例のサンプルと比較しておよそ１．１５倍の寿命となった。
【００６２】
　　実施例３
　ＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ蛍光体３１．２５ｇとスクリーン印刷用のエチルセルロース樹脂１
５．１３ｇと日本化学産業製オクチル酸Ｌａ８重量％溶液を３．１２ｇ混合し、攪拌機に
より攪拌し、スクリーン印刷用ペースト５０ｇを調合した。
【００６３】
　前記の通り調合したスクリーン印刷用ペーストを用いて、ガラス基板６（１００ｍｍ×
１００ｍｍ）上にスクリーン印刷法で、膜厚がおよそ１０μｍの蛍光体層７を形成した。
その上面にＡｌの蒸着で形成した膜厚およそ１２０ｎｍのメタルバック層８を形成し、５
００℃、３０分間の熱処理を行うことで、図５に示すような発光特性測定用のサンプルを
作製した。
【００６４】
　発光輝度、発光寿命評価は、図５に示すサンプルに加速電圧１０ｋＶ、電流密度３．６
ｍＡ／ｃｍ２（電流２５０μＡ、ラスターサイズ１０ｍｍ×７０ｍｍ）の電子線を照射し
て蛍光体を発光させて評価した。発光評価に用いた分光放射計は、トプコンテクノハウス
製ＳＲ－３Ａを用いた。
【００６５】
　発光輝度、発光寿命の評価結果を図８及び図９に示す。
【００６６】
　　実施例４
　ＺｎＳ：Ａｇ、Ａｌ蛍光体３１．２５ｇとスクリーン印刷用のエチルセルロース樹脂１
５．１３ｇと日本化学産業製オクチル酸Ｍｇ３．１２ｇを混合し、攪拌機により攪拌し、
スクリーン印刷用ペースト５０ｇを調合した。
【００６７】
　前記の通り調合したスクリーン印刷用ペーストを用いて、ガラス基板６（１００ｍｍ×
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１００ｍｍ）上にスクリーン印刷法で、膜厚がおよそ１０μｍの蛍光体層７を形成した。
その上面にＡｌの蒸着で形成した膜厚およそ１２０ｎｍのメタルバック層８を形成し、５
００℃、３０分間の熱処理を行うことで、図５に示すような発光特性測定用のサンプルを
作製した。
【００６８】
　発光輝度、発光寿命評価は、図５に示すサンプルに加速電圧１０ｋＶ、電流密度３．６
ｍＡ／ｃｍ２（電流２５０μＡ、ラスターサイズ１０ｍｍ×７０ｍｍ）の電子線を照射し
て蛍光体を発光させて評価した。発光評価に用いた分光放射計は、トプコンテクノハウス
製ＳＲ－３Ａを用いた。
【００６９】
　実施例４のサンプルの発光輝度、発光寿命の評価結果を図８及び図９に示す。
【００７０】
　なお、図中、グラフ９０１は実施例３の発光寿命、グラフ９０２は実施例４の発光寿命
、グラフ９０３は比較例の発光寿命を各々示す。
【００７１】
　実施例３に係るサンプルの発光輝度は図８に示す通り、比較例のサンプルと比較して、
およそ４．５％向上した。
【００７２】
　また、実施例３に係るサンプルの発光寿命を発光スペクトルのピーク強度の維持率（初
期ピーク強度を１００％としたときの相対強度）７０％時点のＤＯＳＥ量と定義すると、
比較例のサンプルと比較しておよそ２．１倍の寿命となった。
【００７３】
　実施例４のサンプルの発光輝度は図８に示す通り、比較例（表面処理をしていない蛍光
体）と比較して、およそ１１％向上した。
【００７４】
　また、実施例４のサンプルの発光寿命を発光スペクトルのピーク強度の維持率（初期ピ
ーク強度を１００％としたときの相対強度）７０％時点のＤＯＳＥ量と定義すると、図９
に示すように、比較例と比較しておよそ１．５倍の寿命となった。
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【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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